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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 決算特別委員会産業建設分科会 会議場所 第２委員会室 

担当職員 三宅 

日 時 平成２４年９月１８日（火曜日） 
開 議   午後   １ 時 ２０ 分 

閉 議   午後   １ 時 ５０ 分  

出席委員 ◎菱田 ○福井  井上  馬場  藤本  湊  小島  西口   

出席理事者  

出席事務局  阿久根係長  三宅 

傍聴者 市民   名 報道関係者  名 議員  名 
 

会  議  の  概  要 
１３：２０ 

 

１ 開議（菱田委員長あいさつ）  

 

（事務局日程説明） 

 

２ 事務事業評価対象事業の選定 

＜菱田委員長＞ 

各委員からの提案により選定していきたい。ご意見を。 

＜馬場委員＞ 

①１４３Ｐ、都市・農村交流事業経費。地産地消を進め、本市農業をどのように振

興していくのかという観点で、本事業経費には様々な事業展開が含まれている。

それらをチェックしていきたい。とりわけ日替わりシェフレストランの姿が見え

てこない。 

②１５８Ｐ、商工業振興対策経費。主な経費の大半が企業立地促進条例に基づく奨

励金と下水道助成金であり、地場企業よりも外からの企業に手厚くすること自体

がどうなのか、議論したい。 

＜菱田委員長＞ 

商工業振興対策経費は昨年も取り上げている。さらに掘り下げていくことも了と考

える。他にご意見は。 

＜小島委員＞ 

 商工業振興対策経費に係り、ふるさと雇用緊急支援助成金の成果を確認したい。 

＜湊委員＞ 

 ３項目とするならば産業観光部に偏らないようにすべき。 

＜菱田委員長＞ 

 提案された項目から絞り込んでいきたい。他の所管でもご意見を。 

＜藤本委員＞ 

 １７２Ｐ、橋梁維持経費。点検調査により、橋梁長寿命化修繕計画策定を進めてい

ると思われるが、その具体的内容を。 

＜井上委員＞ 

 １６１Ｐ、観光推進経費。「るるぶ特別編集京都亀岡」制作配布、観光ＰＲに係る

交通広告などにより、どのような効果をもたらしたのか。特にるるぶは３０万部を
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製作している。お金をかけて思い切った新たな取り組みであり、その効果を詳しく

聞いてみたい。 

＜馬場委員＞ 

 １７４Ｐ、明許繰越分の河川改良費。補正予算でも説明を受けたが、牧田川改修に

係り災害による護岸事故や工事の遅れなど、全体的にどのように進捗が図られてい

るのか。 

＜菱田委員長＞ 

 以上、５項目の意見の中から３項目に絞り込んでいきたい。 

＜馬場委員＞ 

 企業立地に関しては昨年取り上げたので、今回は取り下げてもよい。 

＜菱田委員長＞ 

 商工業振興対策経費は取り下げてよいか。＜了＞ 

＜菱田委員長＞ 

 牧田川は、次回の月例開催で現地視察する予定となっているが。 

＜馬場委員＞ 

 明許繰越が大きい。決算の視点でそこはよく見ておくべき。 

＜菱田委員長＞ 

 それでは、明許繰越分の河川改良費は取り上げることとする。あと１事業を取り下

げたいが。 

＜西口委員＞ 

 日替わりシェフレストランに関しては取り下げてもよいと考える。 

＜菱田委員長＞ 

 それでは、都市・農村交流事業経費を取り下げることでよいか。＜了＞ 

＜菱田委員長＞ 

 以上により、①観光推進経費、②橋梁維持経費、③河川改良費（明許繰越分）の３

項目を当分科会の事務事業評価選定項目として提案することとする。＜了＞ 

 

３ 現地視察候補地の検討 

＜菱田委員長＞ 

時間的な制約があり、他の分科会からの候補地との調整で希望どおりにならないこ

ともある。了解願う。現地視察についてご意見を。 

＜藤本委員＞ 

 牧田川の改修と中矢田篠線等の事業展開は関連している。全議員に視察してもらう

べき内容である。現地視察候補地としてはどうか。 

＜菱田委員長＞ 

 牧田川及び中矢田篠線を当分科会の視察候補地とすることでよいか。＜了＞ 

 

４ その他     なし 
  

～散会 １３：５０ 


